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園翌;霊雰文テーシ大学開校
ンドステーン大学 (RSSC)」は、50歳以上のシニア内のための新しい学ぴJ)場と して

年4月にスタート しましたe 人文学的教養の経得を基礎として、「学び直しjと 「再チャレン

ポー トを目的としています。シニア層の方々が 人と人、地域や社会とのネ ソトワークを

4成 し、多様な社会参加の担い手として、セカンドステージに踏み出すためのキ ャンパスです。

4月4日、96名力漬待と不安を胸に入学。講師を圧倒するほとの情熱で、日々授業に臨んでいます。

グルメの会、ゴルフの会など課外活動も活発で、それぞれのセカンドステージを満喫している様子

がうかがえます。
1現代世界論Jの授簗風景 （北山晴ー教授）

立教セカンドステージ大学豪概要 前期日課表 受講生は、平均週7科目程度履修し、週3日から4日通学しています。

学定員 70名

在籍期間 1和 1年専攻科1年（※）
参了要件圭位数 必修4科目・8単位、

選択5科目 ・10単位計18単位

ゼミナール／修了報告国 1 いずれカ'(J)ゼミに必ず所属。担当教

員の指導の下、修了報告書を作成。

全カリ科目履修について 1 全学共通カリキュラムのうち立教科

目、2科目の履修力呵厄
前期は37名が履修している。

※立豹セカンドステージ大学は文祁科学雀認可の大学ではなく 立`敦大学が提供

する生涯学習の場です。

※尋攻科は2009年4月開設予定。
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前期 3限 4限 5限 6限

コミュニテイデザイン
NPO/NGO ポランティ

月
入門

ア活動星礎編

現代の葬送と璽

火 生命の多様性 社会老年学入門

セカンドステージと

水
自分の身体と言葉を セカンドステージと

リーダーシップ論 ゼミナール1
取り戻す 夫婦関係 ・親子関係

アジアの貧困とNGO

木 生涯現役という生き方 現代史の中の自分史

金 英語で味わう生きる喜び 介護と看取リ 現代世界論

亡コは必修科目

RSSC生の憩いの場～椿ピル4階ラウンジ～

以前はキャリアアップセミナー事務局であった椿ピル

1階にRSSC事務室を、4階にRSSC受講生ラウンジを設

置しました。室内にはパソコン3台や掲示板、 RSSC力潔

介された情報誌、新聞などが置かれています。受講生は

授業前など空き時間にここに立ち寄り、1中間と話をした

り課題をこなしたり、思い思いに過ごしているようです。

一 一通学がとても楽しい！
学生時代には考えられなかったことです

上田理江さん (1980年社会学部社会学科卒業生）

息子の高校卒業を機に ＂何

か始めたい＂と考えていたと

ころ、新聞広告で母校での

RSSCの間校を知り、rこれ
だ！」と受験を決意しました。

十数年も前の話になります

が、校友会レティスクラブの

ポランティア活動で小児病棟

に通い、幼くして死と向かい

合う子どもたちの姿を目の当たりにして以来、「死生学」に興味を持つてい

ました。その後、他大学の公開講座にも参加しましたが、もっとアカデミッ

クに学びたいと思っていた私にとって、RSSCは願つてもない学びの場と言

えました。ただ｀―介の主婦である私が考える f生活に密暦した事柄」が｀

学問としてなり得るのだろうか。また、パソコンで文章を書くことも不慣れ

で、自分の思いを言葉にする、ましてや人前で発言することなどこれまで経

験のなかった私が、大学での学びに付いていけるのだろうかと不安ばかリで

した。しかし今では、バソコンでゼミのレジュメを作リ、ディスガソション

では自分の意見を述べているのです。これもRSSCの先生方が、キャリアや

知議に関わらず一人の学生として真剣に情熱を持つて向き合ってくださるこ

と、そして「もう一度学びたいJという意欲を持つ仲間たちの姿が励みにな

っているのだと思います。

RSSCでさまざまな人生を歩まれてきた方々に囲まれて学ぷことで、人生

への希望と勇気をいただいています。今は本当に大学に来るのが楽しみで、

学ぶことがこんなに楽しかったのかと日々新鮮な気持ちです。来年、1年間

の受鵠期間を終えた「私lがいったいとのようなテーマを見つけ進もうと
しているのか、今から楽しみにしています。学びの日々で得た無形の資産が

これからの人生を堕かにしてくれることを願つています。
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RSSC受議生と (2列目右から2人目が上田さん）

自分史作成～毎日毎日、自分の人生を振り返る～

毎日が真剣勝負

伊藤喜一郎さん (63歳／研修講師業）

私力く一番熱中している授業は立花隆先生の［現代史の中の自分史」である。

毎週少しずつ書き進めていき、授業修了までに自分史を完成させるという授

業である。一回目の授業で立花先生から自分史作成のポイントが示され、早

速書き始めるよう指示されてからというもの、自分の人生を振リ返る毎日で

ある。

自分史を霧くにはまずは自分の出自を明確にしなければならない。生まれ

てから自分に起こったことを思い出さなければならない。自分がやってきた

ことをただ単に自分のこととしてとらえるのではなく、日本の、さらには世

界の中で位置付けてとらえていかなければならない。

このようにいろいろなことを調ぺたリ考えたリしていると、どんどん記憶

がよみがえり、自分についての気づきがどんどん深まリ、また自分の人生に

ついて客観的に見ることも出来るようになってくる。でも筆はなかなか進ま

ない。そのうちに締め切リが迫つてくる。その週は出せずに終わる時もあれ

ば、不満足な出来のまま出してしまう時もある。

授業では受講生から提出された自分史が次々とスクリーンに大きく映し出

され、良い点・改善すぺき点がさし示される。素晴らしいものが紹介される

と、自分も来週はあのように書い

て出そうと思う。

立花先生は受講生が提出した自

分史を読むのに、授業の前日は徹

夜をされる程の熱意を持つて授業

に望んでくださっている。それに

応えて満足できる自分史を完成

させ、そしてこれからの人生の方

向付けが出来ることを目標に、今

日も自分史を書き込んでいる。

伊藤喜一郎さん

人


